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伊方発電所第２号機アスファルト供給配管からの漏えい 

他２件に係る報告書の提出について 

 

 

 

 平成 21 年 11 月 17 日に発生しました伊方発電所第２号機アスファルト供給配

管からの漏えい他２件につきまして、その後の調査結果がまとまりましたので、

安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導賜

りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伊方発電所 圧縮減容固化設備 

高圧圧縮減容装置 油圧系統接続部からの油漏れについて 
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１． 件 名 

   伊方発電所 圧縮減容固化設備 

高圧圧縮減容装置 油圧系統接続部からの油漏れについて 

２．事象発生の日時 

   平成２１年１２月１５日 １３時３０分（確認） 

３．事象発生の設備 

   圧縮減容固化設備 高圧圧縮減容装置 

４．事象発生時の運転状況 

   圧縮減容固化設備 停止中 

５．事象の概要 

伊方発電所１､２､３号機は、通常運転中のところ、平成２１年１２月１５日 

１３時３０分、雑固体処理建屋１階（管理区域内）の圧縮減容固化設備において、

高圧圧縮減容装置 ＊１ 付近から少量の油が漏れていることを保修員が確認した。 

調査の結果、高圧圧縮減容装置の上部にある油圧系統接続部（ブロック継手）

を取り付けているボルトにわずかな緩みがあり、合わせ面のＯリングの一部が装

着溝からはみ出して損傷し、油（約２リットル）が漏れ出ていたことを確認した。 

このため、当該ブロック継手のＯリングを取り替え、平成２１年１２月２１日

１３時４５分、油漏れのないことを確認し、通常状態に復旧した。 

 なお、本事象によるプラントの運転への影響および周辺環境への放射能の影響

はなかった。                      （添付資料－１） 

＊１ 高圧圧縮減容装置 

   不燃性の低レベル放射性固体廃棄物（配管・ケーブル等）を圧縮減容するための油圧

プレス機 

６．事象の時系列 

   １０月２０日 

   圧縮減容固化設備運用開始 

   １２月 ９日～１１日 

            高圧圧縮減容装置運転（ドラム缶処理本数：５５本） 

１２月１５日 

１３時３０分  高圧圧縮減容装置付近からの油漏れを保修員が確認 

   １２月１６日 

１２時３０分  ブロック継手部からの油漏れを確認 

１５時３０分  ブロック継手点検開始 

１２月１７日 

    １６時００分  ブロック継手復旧完了 
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   １２月２１日 

    １３時４５分  ブロック継手から油漏れのないことを確認し、通常状態に

復旧 

 

７．調査結果 

   当該ブロック継手部から油が漏れた原因について、以下の調査を行い、要因の

検討を実施した。 

（１）現地調査 

ａ．ブロック継手取り付け状態 

   当該ブロック継手の分解前に取り付け状態を確認した結果、当該ブロック

継手とシリンダの合わせ面にわずかな隙間（約０.３ｍｍ）が認められ、当該

ブロック継手を取り付けているボルトが十分に締め付けられていない状態で

あった。 

 

    ｂ．ブロック継手フランジ面 

   当該ブロック継手を分解した結果、合わせ面に腐食・変形等の損傷はなか

った。 

 

ｃ．ブロック継手Ｏリング 

     Ｏリングを外観調査した結果、合わせ面のＯリング装着溝に装着されてい

たが、一部が損傷し、紐状の破片が認められた。 

     なお、Ｏリング装着溝からはみ出して取り付けられた際に見られるような 

局部的に圧縮された変形（偏平）は認められなかった。 

     Ｏリングは、設計どおりの仕様であり問題なかった。 

 （添付資料－２） 

（２）据付状況の調査 

据付会社の作業員に聞き取り調査したところ、高圧圧縮減容装置据付時にお

ける当該ブロック継手の取り付け作業は、めがねレンチを使用し、手締めにて

ボルト締め付けを行っていた。ボルト締め付け時は、接続部の隙間がないこと

を確認する要領とはなっていなかった。  

また、設備運用開始前の耐圧試験および試運転において、６１回油圧系統を

加圧したが、油漏れはなかった。 

なお、平成２１年１０月の設備運用開始以降、点検は実施していない。 

 

（３）運転状態の調査 

設備運用開始以降、１２月９日～１１日の３日間、運転（ドラム缶処理本数： 

５５本）を実施している。 
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（４）類似箇所の調査 

    今回、油漏れが発生した油圧系統の全てのブロック継手（１１０箇所）およ

び、配管フランジ（４２箇所）について、合わせ面の隙間を確認し、念のため

増締めを実施した後、油圧系統の加圧により油漏れのないことを確認した。 

 

８．推定原因 

   当該ブロック継手を取り付けているボルトの締め付け力不足により、合わせ面

にわずかな隙間ができていたため、装置運転時のシリンダ油圧（約３０ＭＰａ）

によりＯリングの一部が装着溝から押し出されて損傷し、油漏れに至ったものと

推定される。 

 

９．対 策 

（１） 当該ブロック継手のＯリングを新品に取り替えるとともに、当該ブロック継

手の復旧に際しては、合わせ面の隙間がなくなるまで取り付けボルトを締め付

け、油漏れのないことを確認した。 

 

（２） 高圧圧縮減容装置において、Ｏリングが入ったブロック継手（配管フランジ

を含む）を取り付ける場合は、合わせ面の隙間がないことを隙間ゲージ等で確

認するよう、作業要領書に記載する。 

 

以  上 



 

 

 

 

添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 伊方発電所 高圧圧縮減容装置概要図 

 

添付資料－２ ブロック継手調査結果 
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－１添付資料  
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－２添付資料  
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